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表― 地盤災害と九州支部の調査団

写真― JR 小倉駅 JAM 広場での防災特別展示の様子
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. は じ め に

北九州大会において市民の防災・減災意識の向上を狙

って企画した「防災特別展示」と「防災体験教室」を紹

介する。九州地方は，しらす，まさ，黒ぼく等々，いわ

ゆる特殊土といわれる水に弱い火山性の土が多い。また

地理的な条件から台風の上陸率が高く，地球温暖化など

の気象環境の変化からも局所的に集中豪雨が発生してい

ることから，表―に示すようにほぼ毎年のように調査

団の派遣が必要な土砂災害が発生している状況にある。

この二つの市民向け行事である「防災特別展示」と「防

災体験教室」には，北九州市民に，九州北部における地

盤災害に対する理解を深めていただき，明日からの暮ら

しに有用な情報と経験を提供したいといった思いが込め

られている。

. 防災特別展示

写真―のように小倉駅の JAM 広場において，「土

砂災害の特徴と備え」，「河川災害・水害防災情報へのア

クセス」，「平成24年 7 月九州北部豪雨」及び「北九州

市ハザードマップ」をテーマとしたパネル展示を行った。

地盤工学会九州支部並びに関係する産官学が有する情報

を社会に積極的に提供し，一般市民の皆さんに地盤工学，

学会及び我々が有する知識・技術を広く知ってもらうこ

とを目的として企画した。

「土砂災害の特徴と備え」では，代表的な斜面災害と

して，がけ崩れ，土石流及び地すべりを取り上げ，その

特徴や備えなどを子供にも興味を持ってもらえるように

表現やイラストなどを工夫して紹介した。「河川災害・

水害防災情報へのアクセス」では，気象庁や九州地方整

備局などが提供する地デジやインターネットを活用した

河川情報や水害防災情報などへのアクセス方法も掲示し

た。

「平成24年 7 月九州北部豪雨」では，九州地方整備局

が取りまとめた九州北部豪雨の降雨状況，地盤災害発生

状況，被害及び復旧状況に関する内容，並びに地盤工学

会九州支部調査団が行った災害調査結果も掲示した。

「北九州市ハザードマップ」では，北九州市建設局河川

整備課で準備していただいた北九州市内 7 区ごとの防

災情報マップを掲示した。これらの防災情報マップには，

土砂災害危険個所，過去の浸水発生個所，河川はん濫想

定区域及び予定避難所などがまとめて表示され非常に分

かりやすいため，市民の関心が最も高く立ち止まって自

分の家の位置を確認し，携帯用のハザードマップを持ち

帰る市民が多かった。

. 防災体験教室

防災体験教室は，北九州国際会議場の中庭を利用して，

「地震体験」，「豪雨体験」及び「土石流模型実験」を実

施した。中庭で開催した防災体験教室は，時には激しい

雨にもみまわれたが，大会開催期間中の 3 日間で延べ

300人の参加者があり好評を得た。

北九州市消防局が所有する地震体験車をお借り実施し
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写真― 防災体験教室での地震体験車の様子

写真― 防災体験教室での降雨体験機の様子

写真― 防災体験教室での土石流模型装置の様子
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た「地震体験」では，過去の巨大地震（東日本，阪神・

淡路，中越地震など）や今後発生が予想される東海地震，

東南海地震，南海地震を 3 次元の揺れで体験できるの

が特徴であり，防災体験教室でも最も人気があった。実

際に震度 7 を体験した方から「3 次元の縦ゆれが起こっ

ている条件では，うまく歩行できないことがよく分かっ

た。」などのコメントをいただいた。また，写真―に

示すように学校帰りに立ち寄った小学生が多数参加して

くれたのがうれしかった。

「豪雨体験」と「土石流模型実験」は，九州地方整備

局大隅河川国道事務所からお借りしたもので，遠路はる

ばる鹿児島県大隅半島から移送し準備した。写真―に

示す「豪雨体験」は，時間雨量10 mm のやや強い雨か

ら1982年長崎大水害の時に記録された時間雨量180 mm

の日本一の雨が体験できるのが特徴であった。個人的に

は，NHK のレポーターの方が，時間雨量180 mm を体

験して，降雨の状況を視聴者に説明するのに，「雨音に

遮られて会話が届かない」とか「傘が雨の重みでズッシ

リ」など市民に分かりやすい表現で解説していたのが印

象的であり，一般市民とのコミュニケーション能力には

学ぶべきところがたくさんあった。

「土石流模型実験」は，土石流の流れる状況や到達範

囲を理解できる簡単な装置であり，何度でも簡便に実施

できるのが特徴であった。また，土石流対策として砂防

ダムを設置した場合の実験もできるため，対策工の有用

性を視覚的に分かりやすく理解できるのが特徴である。

写真―に示すように小学生でも慣れてくると自分で実

験することが可能で，砂防ダムに土砂がたまった状態で

再度土石流が来たらどうなるかなどと想定しながら，

何度も何度も熱心に実験する姿が微笑ましかった。

. お わ り に

北九州市での市民向け行事を通して，我々の地盤工学，

特に市民の安心・安全に直接かかわる土砂災害などの地

盤災害や市民へのアウトプットの一つとなる災害ハザー

ドマップに強い関心を持っている市民が多数おられるこ

とを実感した。今後は，産官学が中心であった研究発表

会の中で，民の力と積極的に協同・連携していくことで，

地域の防災と減災に向けて有効に機能していくことが重

要であると考えている。末筆ながら，市民向け行事は，

地盤工学会九州支部が中心となって企画・運営し，北九

州市及び国土交通省九州地方整備局の支援を得て実施さ

れたものである。雨が降る中，会場で準備や説明を担当

された支部の幹事の方々，またパネルや体験装置をご提

供いただいた関係機関の皆様に深くお礼を申し上げます。
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